
2000年11月17日付けICC(International Collating Centre)からの情報
香港における日本脳炎疑似疾患の発生について
本年3月27日､豪州より香港に輸入された4歳のサラブレッド競走馬が、脳炎の臨床症状を呈し､10月30日に安楽死処分となった。

同馬は10月25日､軽度に発熱し、抗生剤と抗炎症剤による治療が施された。その後10月28日に、軽度の知覚過敏および食思の低下を示した。神経症状は、30日までに急速に進行し、対症療法の実施にもかかわらず重篤となり､その取扱も危険な状態となり、安楽死処置された。同馬には肉眼的ならびに病理組織学的に、非化膿性脳脊髄炎の所見がみられた。25、30日にペア血清が採取され、日本脳炎の抗体価が4倍（1:10以下から1:40）に上昇していた。
血清、脳脊髄液、脳および脊髄のサンプルが、以下の施設で検査に供された。
· Agriculture, Fisheries and Conservation Department, Castle Peak Veterinary Laboratory, Hong Kong, China.

· Animal Health Trust, Newmarket, U.K.

· Australian Animal Health Laboratory [AAHL], Geelong, Victoria, Australia.

· Department of Health, Government Virus Unit, Queen Mary Hospital, Hong Kong, China.
· USDA, APHTS, National Veterinary Services Laboratories, Ames, Iowa, USA.
その結果、以下のウイルス性疾病に対して陰性であると報告された。
· アデノ、馬ウイルス性動脈炎、馬ヘルペス（1、4型）、馬インフルエンザ、馬原虫性脊髄脳炎、馬ライノ、ヘンドラ、ニパ､狂犬病、西ナイル脳炎
なお、以下のウイルス性疾病に対しては、検査の結果待ち状態である。
· 東部馬脳脊髄炎、日本脳炎、ベネズエラ馬脳脊髄炎、西部馬脳脊髄炎
全ての香港馬は、毎年日本脳炎ウイルスに対する予防接種が実施されている（競走馬は1972年以降、その他の馬は1993年以降）。最近の日本脳炎の発生例は、1981年6月であり、予防接種済みの馬であった（臨床所見および血清学的診断による）。現在、香港には1,580頭の馬(シャティン競馬場の1,094頭と9つの乗馬学校に486頭)が繋養されているが、本例以外に脳炎症状を呈した馬は、発生していない。香港では蚊の駆除体制を強化している。

アメリカ合衆国における西ナイルウイルス(WNV)感染症について
（10月31日現在）
北東部の12州で、このウイルスの存在が報告されている。すなわち、コネチカット、デラウェア、メリーランド、マサチューセッツ、ニューハンプシャー、ニュージャージー、ニューヨーク、ノースカロライナ、ペンシルベニア､ロードアイランド、バーモント、バージニアの各州およびワシントン D.C.である。
ウイルスはトリの死骸や蚊から頻繁に分離されており、ヒトでは18件(うち1件は致命的)、ウマでは53件(うち22件は致死的)発生している。ヒトの内訳はニューヨーク市（13件）、ニュージャージー（4）、コネチカット（1）であり、ウマでの内訳はニュージャージー(25)、ニューヨーク(15)、コネチカット(7)、デラウェア(3)、ペンシルベニア、マサチューセッツおよびロードアイランド(1)である。

ニューヨーク州では広範囲に及ぶサーベイランスプログラムが実施され､56種、1228件の陽性を示すトリの死骸が確認され､その多くはカラスであった。その他同州ではコウモリ(14件)、生きたトリ(8)、ウサギ(3)、リス(3)、ネコ(2)、アライグマ(2)およびシマリス(1)の感染が確認されている。またコネチカット州では、陽性のスカンクが1件認められた。

蚊の陽性群の多くは、ニューヨーク市およびその周辺で発生している。5つの州において、原因となる数種類の蚊が同定されており､それらの活動時間は、夜明け､夕暮れまたは1日中であり、鳥類、哺乳類から吸血する。

蚊の多くはCulex pipiensであるが、その他にもC. restuans, C. salinarus ,C. melanuraが、また Aedes speciesの A. albopictus, A. japonicus, A. triseriatus, A. vexans, およびA. cantatorがみられた。さらにはAnopheles punctipennis および Psorophora ferox.も同定されている。

一方､監視のため広範囲に設置されたおとりニワトリ群においては血清の陽転はニューヨークおよびニュージャージー州の6個所、6羽のみであった。
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